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　令和 5 年 8 月末日（当日消印有効）
　正解者の中から抽選で若干名様に記念品を差し上げます。
★前号の正解と当選者（順不動）
　正解は『冬至（とうじ）』でした。
　今回の当選者は、荒堀みどり様

触 覚
BOOK

む
し
く
い
ず

会
員
図
鑑

江
戸
城
築
城
の
秘
話
（
そ
の
十
三
）

　『
日
光
へ
の
改
葬
の
謎
』

江
戸
歴
史
文
化
研
究
員　

窪
田 

孝

元
和
２（
１
６
１
６
）年
徳
川
家
康
は
駿
府
城

で
逝
去
、
75
歳
の
長
寿
で
あ
っ
た
。
生
前
の
御

遺
訓
で
、
遺
体
は
久
能
山
に
葬
る
こ
と
、
葬
礼

は
芝
増
上
寺
で
、
位
牌
は
三
河
大
樹
寺
に
た
て
、

さ
ら
に
１
周
忌
の
後
、
日
本
を
守
る
神
と
し
て

日
光
山
に
小
堂
を
た
て
て
勧
請
せ
よ
と
い
わ
れ

て
い
た
。
久
能
山
に
仮
殿
が
営
ま
れ
、
神
龍
院

梵
舜
《
し
ん
り
ゅ
う
い
ん 

ぼ
ん
し
ゅ
ん
》
に
よ

り
吉
田
流
神
道
の
方
式
に
よ
り
葬
ら
れ
た
。
徳

川
秀
忠
よ
り
本
殿
の
造
営
を
急
ぐ
よ
う
命
じ
ら

れ
て
い
る
。
神
号
論
争
の
の
ち
南
光
坊
天
海
の

提
言
に
よ
り
平
和
な
国
を
ま
も
る
神
様
、
東
照

大
権
現
と
決
定
し
、
元
和
3
年
山
王
一
実
神
道

の
方
式
で
日
光
山
へ
改
葬
さ
れ
た
。

久
能
山
か
ら
小
田
原
、
町
田
、
府
中
御

殿
、
川
越
を
通
り
日
光
ま
で
御
尊
櫃
御
成
道

《
ご
そ
ん
ひ
つ
お
な
り
み
ち
》
と
言
わ
れ
る
御

尊
櫃
を
運
ん
だ
道
が
あ
る
。
天
海

僧
正
、
金
地
院
崇
伝
、
老
中
本
多

正
純
ほ
か
３
０
０
余
騎
と
徒
歩
約

１
、０
０
０
人
の
大
行
列
で
あ
っ
た
。

久
能
山
か
ら
日
光
に
改
葬
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、

ご
遺
体
ま
で
改
葬
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。

朝
廷
か
ら
東
照
大
権
現
の
神
号
と
正
一
位
位

階
の
追
贈
を
受
け
、
1
周
忌
に
日
光
東
照
宮
で

遷
座
祭
が
行
わ
れ
た
。
宮
中
か
ら
の
参
拝
の
為
、

日
光
街
道
に
加
え
て
例
幣
使
街
道
《
れ
い
へ
い

し
か
い
ど
う
》
も
整
備
さ
れ
現
在
で
も
重
要
な

参
詣
街
道
と
な
っ
て
い
る
。
東
照
宮
は
徳
川
家

光
に
よ
り
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
改
造
さ
れ
現

在
に
近
い
姿
と
な
っ
た
。
久
能
山
、
上
野
の
山
、

江
戸
城
内
に
も
東
照
宮
は
建
立
さ
れ
、
ま
た
全

国
各
地
に
徳
川
家
康
を
信
奉
す
る
大
名
に
よ
り

建
設
さ
れ
て
い
る
。

の
り
鉄
・
と
り
鉄
・
の
み
鉄（そ

の
七
）

  

三
陸
海
岸
を
行
く

　
　
　
　
　
　

 

三
井
化
学
ア
グ
ロ（
株
）

元
代
表
取
締
役
社
長　

谷 

和
功

　

よ
う
や
く
行
動
規
制
も
緩
和
さ
れ
て
き
て
、

「
の
み
鉄
」
も
楽
し
め
そ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
が
経
ち
、
復

興
も
進
ん
だ
が
、
全
て
が
以
前
の
よ
う
に
は
戻

巻
を
目
指
そ
う
。
遠
野
で
は
約
２
時
間
停
車

す
る
の
で
、
民
話
の
里
を
観
光
し
て
も
い
い
し
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
舌
鼓
を
打
っ
て
も
い
い
。「
銀

河
鉄
道
の
夜
」
を
彷
彿
さ
せ
る
宮
守
の
鉄
橋
を

渡
る
と
（
写
真
２
）、
宮
沢
賢
治
の
ふ
る
さ
と

花
巻
ま
で
あ
と
ひ
と
走
り
だ
。残
念
な
が
ら「
Ｓ

Ｌ
銀
河
」
は
23
年
６
月
で
引
退
し
て
し
ま
う
が
、

そ
う
な
れ
ば
三
陸
鉄
道
を
乗
り
通
し
て
、
さ
ら

に
気
仙
沼
、
石
巻
へ
、「
お
か
え
り
モ
ネ
」
の

三
陸
の
旅
を
続
け
よ
う
。

羽　音羽　音

標  

本  

棚
私 

と 

文 

芸

タ
イ
国
の
「
オ
リ
セ
ッ

ト
ネ
ッ
ト
」
使
用
実
態

調
査
同
行
記

　

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

の
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
タ
イ
国
チ
ェ
ン
マ
イ
市
に
滞
在

し
て
か
ら
、
20
年
近
く
が
過
ぎ
ま
し
た
。
マ
ラ

リ
ア
対
策
と
デ
ン
グ
熱
媒
介
蚊
駆
除
に
関
す
る

協
力
が
主
な
仕
事
で
し
た
。

　
マ
ラ
リ
ア
対
策
で
「
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
」

購
入
費
の
一
部
を
公
的
に
補
助
し
、
住
民
の
マ

ラ
リ
ア
対
策
教
育
と
ネ
ッ
ト
の
使
用
普
及
を
促

進
す
る
「
国
王
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
態
調
査

に
協
力
し
ま
し
た
。

　

対
象
地
は
タ
イ
国
北
西
部
の
チ
ェ
ン
マ
イ
、

チ
ェ
ン
ラ
イ
、
メ
ー
ホ
ー
ソ
ン
の
三
県
で
し
た
。

対
象
地
域
住
民
の
生
活
実
態
と
マ
ラ
リ
ア
認
識

に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。
所
属
先
の
職
員
に
地

域
の
保
健
員
が
通
訳
を
兼
ね
て
同
行
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
昼
間
年
寄
り
だ
け
の
集
落
は
、

小
学
校
を
訪
ね
生
徒
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し

ま
す
（
写
真
１
）。
夕
方
は
仕
事
か
ら
戻
る
住

民
の
高
床
式
住
居
（
写
真
２
）
の
内
部
を
見
せ

て
も
ら
い
、
ネ
ッ
ト
の
使
用
状
況
、
夜
間
「
ニ

ワ
ト
リ
の
囲
い
」
に
転
用
し
て
い
な
い
か
等
の

調
査
と
指
導
も
し
ま
す
。
ス
コ
ー
ル
で
道
路
斜

面
が
崩
壊
し
、
濁
流
に
膝
上
ま
で
浸
か
り
、
歩

い
て
カ
レ
ン
族
部
落
も
訪
ね
ま
し
た
。
濁
流
の

本
流
対
岸
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
す
。

　
礼
儀
正
し
い
農
村
の
小
学
生
、
立
ち
寄
っ
た

雑
貨
屋
で
バ
ナ
ナ
を
差
し
出
し
て
く
れ
た
３
～

４
才
の
女
の
子
、
露
店
で
母
親
の
手
伝
い
を
す

る
幼
い
女
の
子
も
今
は
成
人
で
す
。
無
事
に
コ

ロ
ナ
禍
を
過
ご
せ
た
か
、
親
切
で
、
穏
や
か
で
、

の
ん
び
り
と
し
た
僻
地
の
人
達
に
思
い
を
寄
せ

る
昨
今
で
す
。

元
国
立
感
染
症
研
究
所
昆
虫
医
科
学
部

髙
橋 
正
和

◀
写
真
２　

カ
レ
ン
族
部
落

秋
山 

大
地

ア
ペ
ッ
ク
ス
産
業（
株
）業
務
部

令
和
3
年
入
社
。
入
社
後
は
、
シ
ロ
ア
リ
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
害
虫
害
獣
の
駆
除
も
こ
な
す
二
刀
流

で
活
躍
中
。
シ
ロ
ア
リ
駆
除
は
、
床
下
に
潜
り
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
な
か
な
か
き
つ
い
仕
事
で
あ
る

が
、
持
ち
前
の
精
神
力
で
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
。

趣
味
は
ガ
ン
プ
ラ
や
鉄
道
だ
が
、
決
し
て
オ
タ
ク

で
は
な
く
、
休
日
に
は
友
人
と
出
掛
け
る
な
ど
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
面
も
。
普
段
は
静
か
で
、
お
と
な
し
い

の
か
と
思
い
き
や
、
酒
が
入
る
と
結
構
饒
舌
に
な
る

と
聞
い
て
い
る
。

鈴
木 

光
樹

ア
ペ
ッ
ク
ス
産
業（
株
）研
究
室

令
和
3
年
入
社
。
久
々
の
国
立
大
学
院
卒
で
、

大
学
で
は
ダ
ニ
の
研
究
を
し
て
お
り
、
入
社
後

は
研
究
室
に
所
属
し
て
い
る
。
現
場
施
工
の
他
、

昆
虫
同
定
や
各
種
研
究
、
学
会
参
加
等
の
業
務

を
行
っ
て
い
る
が
、
実
は
ス
ポ
ー
ツ
も
得
意
で
、

小
学
校
の
頃
か
ら
、
剣
道
、
サ
ッ
カ
ー
、
弓
道
、

陸
上
等
で
活
躍
し
て
き
た
。
ロ
ッ
テ
の
佐
々

木
朗
希
に
似
て
い
る
が
、
野
球
は
や
っ
て
い
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
将
来
は
論
文
を
書
き
ま
く
っ

て
、
ぜ
ひ
博
士
号
を
取
得
し
て
も
ら
い
た
い
。

皆
さ
ん
は「
ロ
ー
ド
キ
ル
」と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

ロ
ー
ド
キ
ル
と
は
、
道
路
上
で
起
こ
る
野
生
動
物
の
事
故
死
の
こ
と
で
、
主

に
自
動
車
に
よ
っ
て
哺
乳
類
が
死
亡
す
る
こ
と
を
指
す
言
葉
で
す
。
皆
さ
ん
も

高
速
道
路
で
シ
カ
や
タ
ヌ
キ
の
看
板
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ロ
ー
ド

キ
ル
は
人
間
に
と
っ
て
も
車
の
損
傷
や
運
転
者
の
怪
我
な
ど
、
損
害
を
も
た
ら

し
ま
す
。

２
０
２
０
年
、
日
本
国
内
で
起
き
た
ロ
ー
ド
キ
ル
は
高
速
道
路
、
国
道
合

わ
せ
て
約
13
万
件
に
も
上
り
ま
す
。
中
に
は
希
少
種
や
固
有
種
で
あ
る
ツ
シ

マ
ヤ
マ
ネ
コ
や
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
も
自
動
車
に
よ
っ
て

死
亡
し
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
こ
う
し
た
ロ
ー
ド
キ
ル
の
実
態
や
、
ロ
ー
ド
キ
ル
に
遭

う
様
々
な
動
物
た
ち
、
日
本
や
海
外
で
の
対
策
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
ま
す
。

野
生
動
物
に
興
味
が
あ
る
方
は
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

野生動物のロードキル
柳川 久（監修）、塚田 英晴ほか（編集）
東京大学出版会
定価　6,050円（税込）

虫がつく次の漢字のうち、仲間はずれは
どれでしょう？
ひらがなで答えてください。

問 題

（写真 1） 久慈駅での「東北エモーション」お迎えと
三陸鉄道列車

写真 1　小学生にオリセットネットの聞き取り

徳川家康公奥院廟塔

り
そ
う
に
な
い
。

今
回
は
そ
ん
な
三
陸
の
旅
、
出
発

点
は
新
幹
線
で
一
足
飛
び
の
八
戸

か
ら
。
ま
ず
は
、
八
戸
線
の
レ
ス

ト
ラ
ン
列
車
「
東
北
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
に
乗

ろ
う
（
写
真
１
）。
下
り
久
慈
行
き
は
ラ
ン
チ

コ
ー
ス
で
、
目
の
前
の
車
内
キ
ッ
チ
ン
で
調

理
さ
れ
る
東
北
の
幸
を
楽
し
み
な
が
ら
、
海

岸
沿
い
を
走
る
（
上
り
は
ス
イ
ー
ツ
）。

　

久
慈
で
お
迎
え
を
う
け
た
ら
、
い
よ
い
よ

三
陸
鉄
道
。
総
延
長
１
６
３
km
の
日
本
最
長

の
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
で
、
乗
り
通
す
と
４

時
間
半
く
ら
い
か
か
る
。
リ
ア
ス
式
海
岸
を

走
る
た
め
、
海
が
見
え
て
は
ト
ン
ネ
ル
と
目

ま
ぐ
る
し
い
。
ま
だ
震
災
の
爪
痕
が
残
り「
震

災
学
習
列
車
」
も
走
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
小

生
が
乗
っ
た
時
は
、「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
ロ
ケ

に
使
わ
れ
た
車
両
で
、
久
慈
の
駅
長
が
説
明

を
し
て
く
れ
た
。
ど
う
や
っ
て
災
害
で
助
か

り
、
ど
の
よ
う
に
災
害
を
乗
り
越
え
て
ゆ
く

か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
列
車
だ
。
途
中
、
北

山
崎
や
浄
土
ヶ
浜
、
少
し
山
に
入
る
が
龍
泉

洞
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
い
。

三
陸
鉄
道
の
途
中
で
は
あ
る
が
、
鉄
と
ラ
グ

ビ
ー
の
町
釜
石
か
ら
は
「
Ｓ
Ｌ
銀
河
」
で
花

（写真 2）「SL 銀河」宮守鉄橋


